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Abstract We found that in Ishigakijima Island, there are two populations of the pierid butterfly 
Eurema hecabe (L.) differing in adult size. Field observations and rearing experiments showed that 
large adults occur when larvae developed on Ormocarpum cochinchinense while small adults occur 
when they developed on Medicago polymorpha, suggesting that the difference in adult size depends 
on the food plant species used, rather than a genetic factor. 
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FE o n 


琉球 列島 な どの 亜熱帯 域 に 生息 する キチ ョ ウ Eurema hecabe (Linnaeus, 1758) は , 主として 本 州 な どの 
温帯 域 に 分 布 する 個体 群 と は 同一 の 種 と みな され て きた が , 加藤 ・ 矢 田 (2005) に より , これ ら は 互い 
に 異な る 別種 で ご ある こと が 明らか と な り , 後者 は キタ キチ ョ ウ Eurema sp. と 名 付け られ た . その 種 小 名 
は 正式 に は 確定 し て いな い が , E. mandarina Y Orza, 1869 に 相当 する (加藤 , 2006; 矢田 , 2006). これ ら の 
2 種 は 次 の 緑 毛色 や 斑紋 パタ ー ン , 利用 し て いる 寄主 植物 や 遺伝 子 構造 な ど を 異 に する の みな ら ず , 
沖縄 島 な どの 亜熱帯 域 の 島々 に お いて 同 所 的 に 生息 し 集団 間 で は 生殖 隔離 が 存在 する こと が 明らか 
に され た (Kato & Handa, 1992; Kato et al., 1992; 加藤 , 1999, Kato, 2000a, b, c; 野村 ・ 加 藤 , 1996; 
Kobayashi et al., 2001; Narita et al., 2006). し た が っ て , 本 論文 で は , キチ ョ ウ と いう 名 称 を , 従来 か ら 用 
いら れ て きた 「 キ チョ ウ | (広い 意味 で の ) か ら , キタ キチ ョ ウ を 除外 し た 残り の 集団 に 適用 する こ 
と と する . 


一 般 に , チョ ウ 類 の 成虫 の サイ ズ は 遺伝 的 に プロ グラ ム さ れ た 形質 で ある が , 発生 季節 , 利用 する 食 
餌 植物 の 量 や 質 に より 左右 され る L, また 同じ 植物 種 で あっ て も その 質 的 違い に より 影響 を 受け る こ 
と は よく 知ら れ て いる (福田 ら , 1982) . キ チョ ウ 類 に お いて , 加藤 (1999) は 沖縄 島 に 生息 する キチ ョ ウ 
(褐色 縁 毛 ) と キタ キチ ョ ウ (黄色 縁 毛 ) の 集団 間 に お いて 成虫 サイ ズ が 異な る こと を 示し た が , この 
相違 は 利用 食餌 植物 種 の 違い が 原因 で ある こと を 示唆 した. 白水 (0986) は , 台湾 に お いて トウ ダイ グ 
サ 科 を 利用 する 縁 毛色 が 褐色 で 小型 の 「 キ チョ ウ ] (広い 意味 で の ) の 存在 を 報告 し, 台湾 産 「 キ チ 
ョ ウ | も 異な る 種 ま た は 系 統 に 分 けら れる 可能 性 を 議論 し て いる . 西村 (2005) は 最近 , ベト ナム 産 
[xam] に お いて , 生息 地 を 異 に する 集団 間 に お いて 成虫 サイ ズ が 異な る も の が ある こと を 報告 
L, これ ら が 互い に 別種 で ある 可能 性 を 示唆 し た が , それ ぞ れ の 集団 が 利用 し て いる 食 館 植 物 種 は 未 調 
存 で ある . それ ゆえ , キ チョ ウ 類 に お いて は 野外 集団 に お ける 成虫 サイ ズ が 種 ま た は 系 統 に 特有 の も の 
で ある か , それ と も 単に 利用 食 草 に よる 栄養 的 原因 に 基づく も の か を 明らか に する こと は 重要 な 意味 
が ある と 考え られ る . 


琉球 列島 に お いて は , F a 7 E. hecabe が 利用 し て いる 寄主 植物 は 主として ハマ セン ナ Ormocarpum 
cochinchinense や アメ リカ ツノ クサ ネム Sesbania exaltata で ある の に 対し て , キタ キチ ョ ウ Eurema sp. は 
マメ 科 の メド ハギ ZLespedeza cuneata な どの 他 に , クロ ウメ モドキ 科 の 種 ( リ ュ ウ キュ ウ ク ロ ウメ モ F* 
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Fig. 1. Two survey sites where different host species are used by Eurema hecabe in Ishigaki-jima 
Island. 
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Figs 2-5. A habitat and host plant species (Medicago polymorpha) at Bannadake-irigutchi. 2. The 
habitat point where hosts and other plants occur patchily. 3. A host plant crawling on the 
ground. 4. An ovipositing female. 5. An egg and larva of E. hecabe on a host plant. 
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Figs 6-7. A habitat and host plant species (Ormocarpum cochinchinense) at Tamatorisaki. 6. A 
scenic view of the habitat. 7. Short plants occur here and there. 





Fig. 8. Adults (females) of E. hecabe reared on different host species. Above: an individual on M. 
polymorpha. Below: an individual on O. cochinchinense. 


Ramnus liukiuensis や ビ ヒメ クマ ヤナ ギ Berchemia lineata な £) を 利用 する こと が 知ら れる (Kato et al., 
1992: 加藤 , 1999; 加藤 ・ 矢 田 , 2005). 我々 は 琉球 列島 石垣 島 に お いて ウマ ゴヤ シ を 利用 し て いる 小型 の 
[「 キ チョウ] 集団 を 見 い だ し た . た だ し , 前 報 (加藤 ・ 矢 田 , 2005) に お いて この 植物 種 を ヤ ャ ハズ ソウ 
Kummerovia striata と 報告 し た が , これ は ウマ ゴヤ シ Medicago polymorpha の 誤 同 定 で ある . ウマ ゴヤ 
シ は これ まで , 「 キ チョ ウ 」 の 食 館 植 物 と し て 報告 きれ て いる (福田 ほか , 1982) の で , この 小型 の 「 キ 
チョ ウ | が キタ キチ ョ ウ に 属す る こと も 考え られ た が , 明 ら か に 前 次 表 の 縁 毛 は 褐色 で あっ た . し た が 
oT, 石垣 島 に 生息 する キチ ョ ウ の 中 に 大 型 と 小型 と いう 遺伝 的 に 異な る 系 統 が 存在 する の か , それ と 
も この キチ ョ ウ 集 団 の 成虫 が 小さ い の は 単に 環境 , 特に 食 館 植物 の 違い に よる 栄養 的 な 原因 に よる 
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Table 1. Forewing length of individuals caught at different locations of Ishigakijima Island 
where host plants of different species are used by the butterfly Eurema hecabe. 





Forewing length, meantSD (mm) 
Group A Group B Group C 
Bannadake-iriguchi g 22.1+1.3 a (W=14) 21.640.9ce(N=9) 24.4+0.9 e (N=6) 
E 22.7+0.5 b (N=9) 22.7 ょ 1.6 d f (N=8) 24.5+0.4 f (N=8) 
Tamatorisaki の 25.0+0.5 a (N=5) 24.5+0.5 c (N=7) 
E: 24.9 ェ 1.1 b (N26) — 25.0x1.1 d (N=10) 


Group A: Wild-caught adults. Group B: Adults whose early stages are collected on each host 
plant in the field, and then reared on the same host species in the laboratory. Group C: Adults 
whose early stages are collected on a host species in the field and then reared on in the laborato- 
ry, however, host plant species was exchanged at 5th instar. 

p«0.001 (Mann-Whitney U-test), significant between the same alphabetical letters. 


Location Sex 











の か , 興味 ある と ころ で ある . 


本 論文 に お いて は , (1) 石垣 島 産 キキ チョウ に よる ウマ ゴヤ シ 利 用 の 実態 を さ ら に 示す と 共に , (2) ウマ ゴ 
ヤシ を 利用 し て いる キチ ョ ウ 集 団 の 成虫 は ハマ セン ナ 利 用 集団 の 成虫 より も 明らか に 小さ いこ と , そ 
し て (3) この よう な 成虫 の 小形 化 の 原因 は 遺伝 的 な も の で は な く , 利用 し て いる 寄主 植物 種 の 違い に 
基づく こと を 報告 する . 


材料 と 方 法 


2003 年 5 月 , 沖縄 県 石垣 島 の 2 地点 (Fig. D, バン ナ 岳 入口 (公園 敷地 周辺 ) 及び 玉 取 崎 (見 晴らし 台 付 
近 ) に お いて キチ ョ ウ の 成虫 を 捕獲 し ,. そ れ ら の 個体 の 性 別 , 季節 型 を 記録 し た . 


両 地点 で の 利用 食 草 は 前 者 で は ウマ ゴヤ シ , 後者 で は ハマ セン ナ で あっ た . EB, また . 採 集 し た 卵 や 幼 
虫 を 和 寄主 植物 と 共に 持ち 帰り , 実験 室 (室温 ) に お いて 羽化 まで 飼育 を 行っ た . AE Lid, 野外 に 
お いて 利用 し て いた 植物 種 を 餌 と し て 与え た が , 一 部 は $ 表 期 に お いて 野外 で 利用 し て きた も の と A 
な る 食 草 (ネム) を 与え て 飼育 を 継続 し た . 


野外 採集 及び 飼育 成 忠 の サイ ズ の 測定 は 前 次 長 を ノギス (ミッ トヨ ) で 測る こと に よ り 行 っ た . 
íi o m 


1. 各 調査 地点 の 生息 地 


バン ナ 后 人 入口 の 平坦 な 調査 地 (Fig. 2) は , 以前 は 畑 や 林 で あっ た が , 最近 に な っ て 多く の 樹木 が 切り 
倒さ れ て 整地 され , 駐車 場 や 公園 と し て 整備 され て いた . 空き 地 に は シバ や ク ロー バー カタバミ な 
ど に 混ざっ て ウマ ゴヤ シ が パッ チ 状 に み ら れ Fig. 3), 多数 の キチ ョ ウ が 飛翔 し て いた . 中 に は 産卵 中 
の キチ ナ ョ ウ も 見 られ (Fig.④, ウ マ ゴ ヤ シ 上 に は キチ ョ ウ の 卵 や 幼虫 が 多数 み ら れ た (Fig. 5). 


一 方 , 玉 取 崎 の 展望 台 周 辺 の 調査 地 も , 周辺 の 空き 地 や 駐車 場 に より 隔離 され お り , 生息 地 は か な り 
孤立 し て いた (Fig. 6). 展望 台 に 至る 歩道 の 両側 斜面 に は ハマ セン ナ が 散在 し て お り (Fig. 7), 多く の キ 
チョ ウ の 成虫 が その 周辺 を 飛翔 し , あ る も る の は ハマ セン ナ に 産卵 を 行なっ て いた . 卵 や 幼虫 は 主 と Le 
高 さ 数 十 セ ンチ の 丈 の 低い 株 に 集中 し て いた . 


2. 野外 採集 成虫 と 飼育 成虫 の 調査 地点 間 で の 前 次 長 比較 


両 地点 に お いて 採集 され た 成 束 個体 の みな ら ず , 実験 室 に お いて 飼育 し た 個体 の 緑 毛 は 褐色 で あり 。. 
それ ら の 季節 型 は すべ て 夏 型 で あっ た . 


野外 採集 成虫 の 前 次 長 の 結果 は Table 1 に 示さ れ て いる . バン ナ 人 入口 の 地点 で 採集 きれ た 成虫 の 前 北 
長 は 雄 で 22.4 mm, 雌 で 22.7 mm で あっ た が , 一 方 玉 取 崎 で 採集 され た も の の 前 次 長 は 雄 で 24.9 mm, 
ite C25.0 mm で あり , バン ナ 入 口 で の 成虫 の 方 が 有意 に 小さ か っ た (2, p<0.001; $, p«0.001). また , pij Rb 
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点 の 食 草 上 より 採集 し た 卵 ・ 幼 虫 を , 野外 と 同じ 食 草 で 飼育 し て 得 ら れ た 成虫 に お いて も , MRI 
様 の 差異 が み ら れ た (d, p«0.001; 4, p<0.001) (Fig. 7). 


きら に , バン ナ 人 入口 で ウマ ゴヤ シ 上 か ら 採 集 し た 幼虫 を 5 齢 中 期 か ら ネ ム で 飼育 し た と ころ , 得 ら れ 
た 成虫 の 前 次 長 ほぼ 24.4-5 mm と な り , ウ マ ゴ ヤ シ の み で 飼育 し た 個体 より も 明らか に 大 きく な っ た 
(3, p<0.001; $., p<0.001). 





*$ B 


これ ら の 結果 か ら , 石垣 島 2 地点 に お いて 採集 きれ た キチ ョ ウ は 異な る 寄主 植物 (ウマ ゴヤ シ と ハマ 
セン ナ ) を 利用 し て お り , それ ぞ れ の 集団 の 成虫 サイ ズ が 異な る の は 系 統 の 違い に よる も の で は な く . 
利用 寄主 の 違い が 直接 の 原因 で ある こと が 示唆 され る . ウマ ゴヤ シ 飼 育 の 成虫 が 小型 で ある の は , この 
植物 が ハマ セン ナ と 異な り , 葉 が 小さ く て 薄い た め に 栄養 的 に 貧 弱 で ある も の と 推定 され る . ま た, ウ 
マ ゴ ャ ヤシ で 育っ た 幼虫 に 5 齢 途中 か ら ネ ム を 与え た と ころ , 羽化 し た 成虫 は 大 型 化し た . この こと も 
ウマ ゴヤ シ 集 団 の 成虫 サイ ズ が 栄養 条件 に より 左右 され て いた こと を 示唆 する . 


琉球 列島 に 生息 する キチ ョ ウ の 寄主 植物 と し て , ウマ ゴヤ シ の 報告 は 今 ま で 著者 以外 に は あま りな さ 
れ て いな い が . ウマ ゴヤ シ は 石垣 島 や 沖縄 島 お よび その 周辺 の 島々 に お いて キチ ョ ウ に より 利用 され 
て いる こと は 知ら れ て いる ( 浜 , 私 信 : 新 田 , 私 信 ). それ ゆえ , ウマ ゴブ ヤシ は モン キチ ョ ウ の 食 餅 植物 だ 
け で は な く (福田 ら , 1982), +F a YORE L LT o PETEA l RETTE). EX, 
ウマ ゴヤ シ は 本 州 な ど 温 淀 域 に 普通 に 分 布 し て いる の で , この 植物 種 に 対す る キタ キチ ョ ウ の 寄主 選 
好 性 の 研究 も 興味 ある 課題 で ある . 


MEE 


チョ ウ の 野外 採集 や フィ ー ル ド で の 写真 撮影 に ご 協力 いた だ いた 廣木 眞 達 氏 に 厚く お礼 申 し 上 げ る . 
また , 食餌 植物 の 名 称 や その 利用 に つい て ご 教示 いた だ いた , 浜 祥 明 氏 な ら び に 新 田 智 ・ 敦 子 夫妻 に 感 
謝 申 し 上 げ ま す . 
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Summary 
1. In lepidopteran insects, although the adult size of butterflies is genetically programmed, it is also affected 
by the quality and quantity of food plants used by the larvae. 


2. We found that in Ishigakijima Island, there exist two populations of the pierid butterfly Eurema hecabe 
(L.) differing in adult size. In one site (Banna-iriguchi), Medicago polymorpha was used and the adult size 
was small while in the other (Tamatorisaki), Ormocarpum cochinchinense was used and the adult size was 
large. 


3. Rearing experiments showed that the difference in adult size between them depends on the food plant 
species used, and does not derive from a genetic difference in this case. 


4. This suggests that adult size is affected by the quality of the larval food plant in E. hecabe as well as in 
other butterflies. 
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